
平成19年度第4回診療報酬調査専門組織・DPC評価分科会  

日時：平成19年9月27日（木）14：00～16：30  

場所：全国都市会館  

議 事 次 第  

1，診断群分類の決定方法の在り方に関する医療機関へのヒアリン  
グについて  

2．その他   
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平成19年度DPC評価分科会における特別調査について  

1平成19年度再入院調査について  

○ 本年5月16日の中医協基本問題小委員会において、平成19年度のDPC調  

査については、昨年度と同様に再入院に係る調査について、本体調査とは別に  

行うこととされた。再入院調査については、これまで化学療法に代表される計画  

的な再入院と疾病の急性増悪のような予期せぬ再入院等を合わせて調査してき   

たところである。  

○計画的再入院の中では再入院までの期間が15日以上28日未満のものが最  

も増加傾向にある一方で、減少傾向にあるものの再入院までの期間が3日以内  

の再入院も依然として認められる。  

○これらを踏まえ、今年度の調査では短期間の再入院について、新たな算定  

－ルの構築を目的にヒアリングを中心に調査・検討を行ってはどうか。  

＊ 具体的には、3日以内の同一疾患の再入院については、入院期間を初回の   

入院日からの起算とする、新たな算定ルールを次期改定に向けて検討する。   

また、4～7 日以内の再入院についても、同様の算定ルールが適当であるの   

か調査・検討する。  

○ また、再入院の動向を把握するために昨年度と同様の調査を行うとともに、   

DPC準備病院には一般病床以外の病床（例：療養病床）も有するような、多様   

な形態の病院が増えてきていることから、再入院と同様の算定方法となり得る   

転棟についても調査・検討することとしてはどうか。  

調査方法  

1）短期間の再入院については、平成18年度調査データから一定の基準で選んだ   

医療機関からヒアリング調査を行うこととする。  

○ ヒアリングに当たっては、短期間の再入院率が高い医療機関を化学療法に係   

る再入院とそれ以外の再入院を区別した上で選出し、再入院症例に関する調査   

票を8月上旬に配布t回収する。  

○ 調査票をとりまとめた後、平成18年度調査の結果を踏まえて、調査票の配布   

の対象となった医療機関のうち、数医療機関を当該分科会に招集してヒアリング   

を実施する。   



2）再入院の動向については、昨年度と同様に再入院症例について、来年1月末に   

調査票を配布・集計して、経年変化を分析する。本年度においては、複数回の転棟   

により再入院と同様の算定となった患者等（例：一般病床→その他の病床→一般   

病床）にも調査票を配布することとする。  

2 適切な診療報酬の請求について  

麹董  

DPCにおいては、最も医療資源を投入した傷病名から、実施した手術や処置、   

また副傷病や重傷度によって1つの診断群分類を決定して診療報酬の請求を行   

うが、診断群分類の決定が正しく行われていない場合も認められるとの指摘が   

ある。DPCの適切な算定ルールの構築のため、当該分科会においても正しく診   

断群分類が決定されているのか、ヒアリングを実施して検証してはどうか。  

調査方法   

平成18年度調査により得られたデータから、以下に該当する医療機関に調査   

票を配布し、その中の数医療機関を当該分科会に招集し、ヒアリングを実施す   

る。  

①主要な診断群分類について、1日当たりの包括範囲出来高点数の当該医療機   

関平均が全体の平均に比べて、著しく低い医療機関  

②主要な診断群分類について、当該医療機関の平均在院日数が全体の平均よ   

り著しく短い医療機関  

③特定の診断群分類における症例数の変化が大きい医療機関  

④手術を実施した症例において、実施した手術の診療科と最も医療資源を投入   

した傷病名の診療科が異なる症例が多い医療機関  

3 その他  

○ 上記以外にも算定ルールの構築や施設特性を適切に評価する仕組みを構築  

するための調査が必要な場合は、当該分科会に提案して特別調査を実施するこ   

ととする。   
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平成19年度DPC評価分科会における特別調査について  

（診断群分類の決定方法）  

概 要  

1 日的   

中医協診療報酬基本問題小委員会においては、DPC導入による医療の質等につい   

て継続的に注視することが必要であると指摘がなされてきたところ、中医協診療報酬   

調査専門組織DPC評価分科会において意見交換（ヒアリング）の機会を設け、実態   

を把握するための参考として当該調査を実施した。調査結果のうち、診断群分類の決   

定方法に係る項目についてとりまとめた。  

2 調査方法等  

（1）アンケート調査について  

平成18年度DPC調査データ（平成18年7月1日から10月31日までの  

退院患者調査）より該当する医療機関（合計94件）に対してアンケート調査を  

実施した。（別紙1）  

（2）ヒアリング対象医療機関について  

アンケート調査に回答した医療機関（回答率100％）のうち、アンケート調  

査結果等により、合計8医療機関をヒアリング対象として選出した。（別紙2）  

3 調査結果  

（1）脳梗塞の症例で包括点数と出来高換算点数との差が大きし、理由  

○ 脳梗塞症例のうち、エダラボン（脳梗塞急性期に伴う神経症侯等の改善が効能）   

投与後早期に症状が改善し、短期間でエダラボンの投与を中止できた症例が多い   

ため。  

○ 高い点数を算定できる入院期間Ⅰ以内で退院できるような軽症例（ラクナ梗塞   

や一過性脳虚血発作など）が多いため。  

○ 入院期間Ⅲを超える例では、包括部分で投入する医療資源は少なく、包括対象   

外となるリハビリテーションが治療の主体となるため。  

○ 外来で経過観察可能な症例でも家族の希望等で入院しているため。  

（2）化学療法の症例で包括点数と出来高換算点数‡との差が大きい理由  

○ 肝細胞癌に対して肝動脈塞栓術（手術）施行と同時に抗がん剤を投与したため、   

それらの費用が包括外（出来高で請求）となるため。  

○ 前立腺癌に対してホルモン剤のみ投与する症例や経口薬による抗がん剤治療   

の症例が多いため。  

－1－   



○ 少量の抗がん剤の使用や単剤による抗がん剤治療が多く、新薬や多剤併用療法  

を行っていないため。  

○ 抗がん剤を後発医薬品（ジェネリック）に切り替えているため。  

○ 価格の高い抗がん剤を使用する症例は外来で行うため。  

○ 抗がん剤治療と併せて使用することの多いG－CSF製剤傭粒球コロニー刺激  

因子）、抗真菌薬などの薬の使用を控えたため。  

○ 外来で行える価格の安い抗がん剤治療を合併症があるため入院で行っている  

ため。  

（3）心筋梗塞の症例で平均在院日数が短い理由   

○ エビデンスに基づき早期退院を推進しているため。   

・発症後早期に経皮的冠動脈ステント留置術等の実施  

・ 術後早期からのリハビリテーション  

○ クリティカルパスの導入により効率化が進んだため。  

○ 冠動脈ステント留置術等のカテーテル治療のみ実施しており、外科手術である  

冠動脈バイパス移植手術を行っていないため。  

り）敗血症の症例が増加した理由   

○ 診断群分類の決定を間違ったため。   

・DPC導入前は最も医療資源を投入した病名（敗血症）ではなく、入院契機病  

名等で分類の決定を行っていた。  

○ 地域中核病院であり、他病院から敗血症の紹介患者が増加したため。  

○ 重症の肺炎と思われる症例を敗血症として分類を決定したため。  

○ 不明熱があるだけの症例など、確定診断がつかない症例を敗血症として分類を  

決定したため。  

○ 高齢者や重症の患者が増加し、IVH（中心静脈栄養）や人工呼吸器管理の患  

者も増加したため敗血症の患者が増加した。  

（串）働羊（DIC）の症例が増加した理由   
○ 診断群分類の決定を間違ったため。   

・DPC導入前は最も医療資源を投入した病名（DIC）ではなく、入院契機病名  

等で分類の決定を行っていた。  

－2－   



肝不全や死亡前にDICとなった症例を医療資源の投入量と関係なくDICであ  

ると診断群分類の決定を行っていた。   

D‡Cの診断基準を学会で定められた新たな基準に合わせたため、従来用いて  

いた基準との違いにより該当患者数が増加した。  

○’当該地域の救急の拠点病院で重症患者の受け入れが増加したため。  

欄蹄ト（創傷処理）とした理由   
○ 手術料（創傷処理）の決定を間違ったため。  

胃療カテーテル交換を創傷処理として算定したため。  

抗がん剤治療終了後のIV（経静脈）ポート抜去を創傷処理で算定した。  

術後の創部に対する処置を創傷処理で算定した。  

（＝APDカテーテル抜去術を創傷処理で算定した。  

（7）水晶体再建術を施行した症例のうち、丸田∽2（眼科系疾患）以外の診断群分類で  

コーディングした理由  

○ ICDのコーディングの間違いにより糖尿病性の眼合併症を全て、眼科の診断   

群分類ではなく、糖尿病の診断群分類で算定していたため。  

○ 主に糖尿病に対する入院治療と同時に白内障の手術を行ったため。  

○ 他疾患の入院治療中に、患者の希望により白内障の手術を実施したため。  

（8）参考データ  

別紙3参照  

l  

l  

； 《参 考》 l  

； ◎ 手術料（創傷処理）  
創傷処理とは、切・刺・割創又は挫創に対して切除、結集又は縫合を行う場合  

の第1回治療のことである。  
I  

l  

：◎ 処置料（創傷処置）  
第2診以後の手術創に対する処置は創傷処置により算定する。  

出典：「診療報酬の算定方法の制定等に伴う実施上の留意事項について」  

（保医発第0306001号）  
l  

l  

l  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿叫＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．．．．．．＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－＿＿－＿＿＿－＿l  
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アンケート調査票について  

アンケート調査票の配布の流れ  鋼壬対象  
医療機朋数   回答数   回答率   

脳梗塞（JCS30未満）の症例において、包括点数（医  
療機関別係数による補正後）と1入院あたりの包括範  
国の出来高換算点数との差が15000点以上の医療機  13   13   100％  

主要な診断群分類について、且  
意点数の  関  

l   当たりの包括範既出来                当該医療機蘭平均が令妹の平均  

に比べて．薯Lく低い医療機関  

主要な診断群分類について、当該  
2   医療機関の平均在院日数が合性  

心筋梗塞（手術あり）の症例において、平均在院日数が  
12日以下の医療機関   10   10   100％  

の平均より暮しく短い医療機関  

15   100％  

特定の診断群分類における直軋  
3   数の変化が大きい医療機関  

■■  

計  100％   



ヒアリング対象医療機関について  

医 療 機 関 名  病床種別・数  

口  一般359床  

2  一般 350床   

一般1，358床  
3  東京女子医科大学病院  

精神  65床   

4  聖路加国際病院   一般 520床   

一般436床  
5  

（開放型病床12床）  

6   一般 350床   

一般570床  
7  高知大学医学部附属病院  

精神35床   

8  社会保険久留米第一病院   一般 200床   

※「病床種別・数」については、WAMNET（平成19年9月末時点）より抽出   



ヒアリング参考資料（DPC対象病院）  

②化学療法  
①脳梗塞（010060）における件数・割合   

全DPC対  象病院   

DPC6   DPC6桁名称   
うち手術を っ  

件数   行た件  
数   

平均   

040040  肺の悪性腫瘍   18，718   819   4．4％   20．02   

060050  肝・肝内胆管の悪性腫瘍（続発性を含む。）   14，695   9，243   62．9％   13．13   

120010  卵巣・子宮附属器の悪性腫瘍   11．708   930   7．9％   7．67   

120020  子宮頸・休部の悪性腫瘍   8，045   657   8．2％   8．73   

130030  非ホジキンリンパ腫   7，156   514   7．2％   22．53   

060035  大腸（上行結腸からS状結腸）の悪性腫瘍   6，916   1，071   15，5％   7．38   

060020  胃の悪性腫瘍   5，806   1．147   19，8％   15．38   

060040  直腸肛門（直S状結腸から肛門）の悪性腫瘍   5，480   719   13．1％   6．91   

090010  乳房の悪性腫瘍   4，300   749   17．4％   7．60   

110070  膀胱腫瘍   3．083   1，697   55．0％   16．05   

060010  食道の悪性腫瘍（頸部を含む。）   2，449   340   13，9％   15．26   

03001X  頭頸部悪性腫瘍   2，250   294   13．1％   38．33   

060070  膝臓、牌臓の腫瘍   2，146   660   30．8％   22．31   

130010  急性白血病   2，015   68   3．4％   41．01   

070040  骨軟部の悪性腫瘍（脊髄を除く。）   1，919   269   14．0％   20．21   

110080  前立腺の悪性腫癌   1，809   266   14．7％   11，89   

010010  脳腫瘍   1，327   432   32，6％   31．21   

130040  多発性骨髄腫、免疫系悪性新生物   1，084   33   3．0％   26，03   

JCS   
全DPC対象病院  

件数   割合   

件数  
30未満   39，402   95．3％  

30以上   1，950   4．7％   

30未満   24，524   59．3％  

なし  
30以上   779   1．9％  

エダラボン  
30未満   14，878   3（∋，0％  

あり          30以上   1，171   2，8％   

30未満   35，408   85．6％  
なし  

30以上   1，611   3．9％  
手術  

30未満   3，994   9．7％  

あり          30以上   339   0．8％   
⊂n  

在院日捌  

③心筋梗塞（050030）における件数・割合  

全DPC対象病院  

心筋梗塞 の全に  

件数  体占  
平均   

める割合   

手術なし   1，746   0．13％   10．45   

手術あり   8，118   0．60％   16．99   

計   9．864   0．73％   15．83  

＊平成18年度DPC導入の影響評価に係る調査より集計   



創傷処理出現構成比  

全DPC対象病院   

MDC   件数   割合   

01神経系疾患   374   3．9％   

02眼科系疾患   27   0．3％   

03耳鼻咽喉科系疾患   88   0．9％   

04呼吸器系疾患   300   3．1％   

05循環器系疾患   527   5．5％   

06消化器系疾患、肝臓一胆道・膵臓疾患   769   8．0％   

07筋骨格系疾患   675   7．0％   

08皮膚・皮下組織の疾患   144   1．5％   

09乳房の疾患   125   1．3％   

10内分泌・栄養・代謝に関する疾患   172   1．8％   

11腎・尿路系疾患及び男性生殖器系疾  
畠   

490   5．1％   
′uヽ   

12女性生殖器系疾患及び産裾期疾患－   

異常妊娠分娩   
135   1．4％  

13血液・造血器・免疫臓器の疾患   145   1，5％   

14新生児疾患、先天性奇形   64   0．7％   

0．1％   

16外傷■熱傷・中毒、異物、その他の疾 畠  5．550   57．8％   15小児疾患  9           ′lニ■ヽ  計  9，594  100．0％  

④敗血症（160160）  

全DPC対象病  院  

敗血症症  敗血症の全  

例の平均  

在院日数   割合   死亡  治癒軽快   

平成15年度   27．49   901   0．21％  22．97％  71．37％   

平成16年度   31．10   1，460   0．32％  24．45％  70．00％  
平成17年度  30，25  2，753  0．28％  

平成18年度  29．39  4．973  0．48％   

⑤ 播種性血管内凝固症候群（130100）  

全DPC対象病  院  

DIC症例の  DIC症例の転帰  

平均在院  DIC割合  
日数   死亡  治癒軽快   

平成15年度   35．33   524   0．12％  46．18％  44．27％   

平成16年度   34．24   795   0．18％  45．41％  49．31％   

平成17年度   33，41   1．126   0．12％  47．60％  45．74％   
平成18年度   32．62   2，167   0．21％  42．55％  52．15％   

・、」  

⑥創傷処理  

手術件数  
創傷処理    全体に占  

件数    める割合   

全DPC対象病院   9，594   1．5％   

※創傷処理件数（他の手術との重複も含む）  

※手術件数全体は手術を行った症例数（輸血は除く）  

＊平成18年度DPC導入の影響評価に係る調査より集計  



（井原参考人 提出資料1）  

○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療機関別包括評価用）  

平成19年 6月分  

老人医療  市町村  
の受給者  

番号  番号  
公費負担  公巽■負  

担者番  医療の受  
号（D  給者番号の  
公貢負  公費負担  
担者番  医療の受  

給者番号2  号（診  

被保険者証・被保険者 手帳等の記号・番号  

特 記 事 項 保険医  

氏  
事 例  1  

名   地及び  

1男 2女 1明 2大 3昭 4平  ・生  名 称   

職丁上の事由 1職務上2下船後3月以内3通勤災害  務    ロ   

播種性血管内凝固症候群手術・処置等23あり  
分類番号  転  30  日  

診断群分類区分  公  
130100ⅩⅩⅩⅩⅩ3ⅩⅩ  費  目  

m  

東    谷、？丁  
日   

有・                  葬丙  
副傷病名l急性気管支炎  10 帰  費  目  

A一 半成19年5月1      。月。 日   闘  

〈傷病情報〉  包括評価郡刀〉  

主傷病名  
5月請求分）  

D65  外泊なし  

播種性血管内凝固  入1 7032 x 14＝ 98448  

ブ契機となった傷病名 句  5503 x 17＝ 93551  
手  191999  

播種性血管内凝固 
p  

医療資源を2番目に投入した傷病名  外泊なし  
立 P  5503 x 4＝ 22012  

∠  4678 x 26＝ 121628  
ロ   3  143640  

出  

高  

rコ  

∠  

食  円X  回  

食堂  円×  日  

事  
減・免・猶・Ⅰ・Ⅱ・3月超  

保  請求点  日  定点  

食  
192×××   0  0  0  0  

療  
占  占  円   事公  円  円  円  

養  
の  
給   

費  

付  ①  
療  

占  ※  円   ／  円  円  円  
公  

費  
同  二■陛  



○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療機関別包括評価用）  

平成19年 8月分  

市町村  老人医凍  

の受給者  
番号  番号  

公費負担  
公算負 担者番  医療の受  
号①  給者番号斤  
公費負  公費負担  
担者番  医療の受  
号（診  給者番眉・ウ  

被保険者証・被保険者  
手帳等の記号・番号  

特 記 事 項  保険医  
氏  

名  地及び   

事 例  2  

1男 2女 1明 2大 3昭 4平   ． 生  名 称   

職務上の事由ll職務上2下船後3月以内3通勤災害   

分類番号  慢性腎炎症候群慢性問質性腎炎慢性腎不全  診  

手術・処置等2なし副傷病なし  毛  2  日  

診断群分類区分  療  

110280ⅩⅩⅩⅩⅩ00Ⅹ  
公  

1治癒    実  日   

傷病名   l慢性腎不全  ICD  I  N189  日   

10  費  日   
今回入院年月日 平成 19年  8月   ×日 l今回退院年月日 半成 19年  8月  △日   佗）  

〈傷病情報〉  部分〉  
主傷病名  
H259  2＝  5800  

右加齢性白内障  5800 ×1．0000 ＝  5800  

入院の契機となった傷病名  
H259  

P  

右加齢性白内障  分   

分〉  
ロ  

† 情  建術（眼内レンズを挿入する場合）  

入院時併存傷病名  年 8月 ×日  12100 × 1  

N189  （0．1％1ml）1管  

慢性腎不全  †液（0．2％）20ml  

入院後発症傷病名  1％0．85ml）1筒  
T861  水（20ml）1管  
腎移植拒絶反応の疑い  ドネオキット（500ml）1キット  

リスロシン（500mg）1瓶  
患  注射用（100mg溶角牢液付）1管  

者    転科：無  艮軟膏（0．3％）2g   

基 礎  液（500ml）1瓶  

一日   
ール点眼液0．4％3ml  

1762×1  

報  ロ  

〈診療関連情報〉  150 ×  1  

入院時年齢：××歳  
K282  

水晶体再建術（眼内レンズを挿入する場合）  
手術実施日 平成19年 8月 ×日  

示茨  12 x 2 
20×1  

食  
食堂  日  

事  
減・免・猶・1・Ⅱ・3月超   

保  定 点   負担金領円  

21，×××  
食  

療  減額割（円）免除・支払猶予  3，276  1，300  

養  占   ※  占  円  円  円  

の  
給  
付  
公  占   ※  円    公  円  円  円  

芝   



○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療機関別包括評価用）  

平成19年 8月分  

市町村  老人医療  
の受給者  

番号  番号  
公賓只  公費負担  
担者番  医療の受  
号（D  給者番号①  
公算負  公費負担  
担者番  医療の受  

給者番号②  号②  

被保険者証・被保険者  
手帳等の記号・番号  

特 記 事 項  保険医  

氏  

名  地及び   

事 例  3  

1男 2女 1明 2大 3昭 ⊥1平   ． 生  名 称   

職務上の事由ll職務上2下船後3月以内3通勤災害   

大腸（上行結腸からS状結腸）の悪性腫瘍その他の手術  分類番号  
あり手術・処置等2なし副傷病なし  車  3 日  

診断群分類区分  
060035XX97Ⅹ00Ⅹ  

公  
2軽快   目  

傷病名   l大腸癌  1CD  I  C189  日   

副傷病名 l  10  費  
（到  

日  

今回入院年月日 半成19年  8月   ×日 l今回退院年月日 半成19年 8月   △日   

〈傷病情報〉  句  
‡  

ロ  
3＝   8793  

⊥⊥  8793  
【コ  

分   

分〉  
3   指導料  350×1  

×日  

［コ日  

結腸ポリープ・粘膜切除術（その他）  
5360 x 1 

〈診療関連情報〉  
入院時年齢：××歳  ロビン注射液タナべ0．05％1m11管 インビスカス2％5ml  
手術・処置等  インポンプスプレー8％2g  

患  ヾロツプ2％5ml  

者    内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術  
基    その他のポリープ・粘膜切除術  、ルカゴンG・ノボ1mg（溶解液付）1瓶                 ／注射液 2％1mll管   
礎  インゼリー2％5ml  

情  立 ロ  311 x 1 

報  
分  

棄S、、一日）                             ×  
云ク  料  410 1  

情  

幸  

食堂  

保  定．草   負 担 金 額 「1〕  

17，×××  
食  

療  
険   3  2，020  780  

養  占   ※  点  事  円  円  円  

の  
給  費  

付  療  

公  点   ※  円      公  円  円  円  

費  
国   邑  



○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療機関別包括評価用）  

平成19年 8月分  

市町村  老人医療  
の受給者  

番号  番号  
≡‾書  公費負担  
粗肴番  医療の受  
号（D  給者番号汀  
公買負  公費負担  
担者番  医療の受  
号②  給者番号2  

被保険者証・被保険者  
手帳等の記号・番号  

特 記 事 項  保険医  

氏  

名   地及び  
事 例  4  

1男 2女 1明 2大 3昭 4平   ． 生  名 称   

職務上の事由ll職務上2下船後3月以内3通勤災害   

分類番号  ヘルニアの記載のない腸閉塞手術あり手術・処置等2  診  
なし  4 日   

診断群分類区分    副傷病なし  
060210XX97XOOX  公  

2軽快  費  目  

】  
m   

傷病名   lイレクス  ICD  K567  日   
副傷病名 1  10  リ  費  目  
今回入院年月日 平成  19年  8月  ×日 l今回退院年月日 半成  19年   8月   △日   周  
＜傷病情報＞  部分〉  
主傷病名  求分）  

K567  3105 ×  4＝  12420  
1  12420 ×1．0000 ＝  12420  
入院の契機となった傷病名  
日  

イレウス  
入院時併存傷病名  
K359  
急性虫垂炎  

〈入退院情報〉  
転科：無  

予定・緊急入院区分：2緊急入院  
B  

日  外特例）加算  

503×1  
患  

者  口  305× 1   
基    入院時年齢 ××歳  指導加算   
礎    K716  8月 △日  50× 1   
情  
報  

K718－2  
口   

腹腔鏡下虫垂切除術  
f∋  27200× 1  

手術実施日 19年 8月×日  ロ  
言ユ  

8月×日（時間外） 16380 x 1 
分  

食TK（100ml）＞キット  
ビン注射液タナべ（0．05％1m】）2管  
■ミン注0．5mg（0．05％1ml）4管  

日   （50mg5ml）1管  
注（20ml）1管  
液（500m】）6瓶  
欠百へ続く＞  

食  円×  

食堂  日   
事  

滅・免・猶・Ⅰ・Ⅱ・3月超   
保  定 点   負担金額円  定  円    （標準負担額）円  

77，×××  食  
凍  滅雛割（円）免除・支払猶予  

寒  占   ※  占  事  円   円  円  
の  
給  費  
付  療  
公  占   ※  蕉  円    公  円   円  円   

費  
2  葺   

Ⅶ
押
 
 
 



○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療機関別包括評価用）  

平成19年 8月分  

市町村  老人医療  
の受給者  

番号  番号  
三≡  公費負担  
担者番  医療の受  
号①  給者番号汀）  

公費負  公費負担  
担者番  医療の受  
号②  給者番号仔  

被保険者証・被保険者 手帳等の記号・番号  

特 記 事 項  保険医  

氏  療極儲  

の所在  

地及U  

事 例 4－  2  
名  

1男 2女 1明 2大 3昭【4平   ． 生  名 称   

職務上の事由ll職務上2下船後3月以内3通勤災害   
ール静注用1gl瓶  

276 x 1 

ーテル（ダブルルーメン・標準型）   

542円1本  
用ディスポーザブルカテーテル  

支・Ⅲ）729円1本   
127×1  

ロ  

腹腔鏡下手術加算  
麻酔管理料2（閉鎖循環式全身麻酔）（時間外）  

13840 x 1 

酸素（＠0．18／且）CEXl．3550且  
13 x 1 

笑気ガス400且  

セボフレン110ml 1％プロポフォール注「マ／レイシ」（200mg20ml）1管  

マスキュレート静注用10mgl井瓦  
フェンタニル注射液0．1nlg「三共」  
（0．005％2ml）1管  

†  1489×1  

惰  
病理診断料  

幸  
410×1  

患  
者  
基  犀】  

礎 情  立 【⊃  

分  

報  

＝＝  

情  

l■′   



○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療機関別包括評価用）  

平成19年 6月分  

市町村  老人医療  
の受給者  

番号  番号  
公貢負  公費負担  
担者番  医療の受  
号①  給者番号】  
公算負  公費負担  
担者番  医療の受  
号②  給者番号2  

被保険者芸正・被保険者  
手帳等の記号・番号  

特 記 事 項  保険医  

氏  

名  地及び   

事 例  5  

1男 2女 1明 2大 3昭 4平   ． 生  名 称   

職務上の事由 卜職務上2下船後3月以内3通勤災害   

分類番号  直腸肛門（直S状結腸から肛門）の悪性腫瘍 その他の手         I   
術あり 手術・処置等1なし 手術・処置等21あり  転  17 日  

診断群分類区分  
060040XX9701XX  公  

曹  日  
「n   

傷病名   l直腸S状結腸癌  ICD  t  C19  日   
副傷病名 l  10  

年  
帰  

月  
費  日  

今回入院年月日 半成 19年  6月  ×日        今回退院年月日  半成  日   闘  
部分〉  
療分）  

手  2995 ×  17 ＝  50915  
三l P  50915  

【コ  

分  ロ  93  

入院時併存傷病名  
51  

44200 ×  1  

器使用加算1回  
器使用加算 3回  

入院後発症傷病名  13000 ×  1  

腫瘍手術  
19500 ×  1  

式全身麻酔 4時間24分  
9100 x 1 

膜外麻酔（腰部）加算  
400 x 1 

52   
2袋  

ロ 分  2237 x 1 
， 

由来）3袋  
血フィルターSQ40s－KY  
血液フィルター（微小凝集塊除去用））  
1個  

試験，間接クームス  
6117 ×  1  

保  定 点   負 担 金 額  円  

168，×××  
食  

療  7，420  2，860  
養  占   ※  占  事  円   円  円  
の  
給  費  

付  療   
公  占   ※  円    公  円   円  円  

費  費   



○ 診療報酬明細書  
（医科入院医療堆関別包括評価用）  

平成19年 4月分  

市町村  老人医療  

の受給者  
番号  番号  

公費負担  
公質負 担者番  医横の受  
号（D  給者番号①  
公費角  公費負担  
担者番  医療の受  

給者番号②  号（∋  

被保険者証・被保険者 手帳等の記号・番号  

特 記 事 項  保険医  

氏  

名  地及び   
事 例  6  

1男 2女 1明 2大 3昭 4平   ．生  名 称   

職務上の事由ll職務上2下船後3月以内3通勤災害   

脳梗塞（JCS30未満）その他の手術あり  分類番号  
手術・処置等23あり  車  15 日  

診断群分類区分  
010060×097×3XX  

公  
9その他   目  

〔n   

傷病名   l一過性心房細動  日  

副傷病名 l  費  目  
ム  士   、′  19年  4月   聾   

〈傷病情報〉  部分〉  
主傷病名  求分）  

Ⅰ48  
3584 ×  15 ＝  5800  

一過性心房細動  ロ  3  53760  

イ  
148  著  

一過性心房細動  三＼ ロ  

情 幸  
不穏状態  分  
R529  
療病  

〈入退院情報〉  
転科：無  

予定・緊急入院区分：1予定入院  
院  
患  

者  
基  
礎  
情  
報  

K595  
経皮的カテーテル心筋焼灼術  

向  

平成19年4月⊂日実施  
てケ P  

喜全  分  

情   

食  回  
食堂  日  

事  
減 ■ 免・猶・Ⅰ・Ⅲ・3月超   

倶  定 点   負担金額円  

療  
186，×××  食  減額割（円）免除・支払猶了▼  23，680  9，620  

養  占   ※  占  事  円  円  円  

の  
給  旨  
付  債  

公  占   ※  円     公  円  円  円  

費  葉  
芝）  7   



資料2）匝］  130090～130111  （井原参考人 提出  

以下   点  以下   点  以下   点  

l1211廟1  
1212 6日 6．746 柑日 5．426 52【】 4．612  

lZ1315日 8．729 30日 4．g74 67日 4．228  

以下   点  以下   点  

－1－   



010180 ～ 010280  
以下   点  以下   点  以下   点  

l∽l引］2．8491柑 Z．212 2柑1．880  

l∽＝ヨ＋8．308 柑 5．074 柑 4313  

以下   点  以下  ．点  以下   点  

l叫 柑 3．柑0】柑 2．358 3柑 2，∝川  

以下   点  以下   眉  以下∴  貞  

＝（利 用 3．鋸71柑 Z．385 25日 2．027  

1061＝〕 2．T17 2Z日 乙008 4丁∃ l．7DT  

，以下 十∵点  淑下   点  

＝耶l？日：．川＝・l用 2．748 3柑 乙336  

以下   点  以下   点  以下   点  

片頭痛、頭痛症候群くそ 以下   点  以下，  点  以下   点  

アルコール依存症縁 以下   点  以下‾一 点  以下 ’‾点  

▲＿ウェルニッケ脳症 以下   点  以下   点  以下   点  

中毒性脳 以下   点  以下   点  以下   点  

以下  ▲ 点  以下   点  以下   点   

ー2－  



040050 ～ 040130   

276 2D6 3．355 438 2，53T 06日 2．158  

277 柑 3．060 13日 2．319 28日 l971  

二以下 一  点  払下↓∴∵牒  以下   点  

以下   点  インフルエンザ、ウイルス性肺 

以下   点  以下   点  以下   点   

Z82 1日 乙865  9日 乙柑2 20日 l．8日  l鱒1…6＝  
l284「和 一川岬椙 2譲り   

28511日 3．川2 30巳 Z．463 79日 2．09q  

288 21日 3．1Ⅰ柑 43白 乙37‘ 91日 乙020  

2β7 ヱ3日 4．β8I 58日 3．7（〉2 了1さ日 3．117  

以下，  点  以下一   点  以下   点  ＿下気道感染症  

以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  以下   点  

C   

－3－  



110275 ～110320  
以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  以下   点  

1057 78 2，9㈹ 15日 2．25も 利）日 】．g柑  

Ⅷ叫＝小〕二．B78 28日 2．86丁 6柑 2．鵡T  

to5912日 8．266榊＝8柑 5．531  

1鵬l柑 300り26日 2．407 †5日 Z．M6  

1061】7日 3．甚8 41日 2．385 968 2．027  

以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点   以下   点  

－4－  



匡垂画  020080 ～ 020190  
J一服嘉腰痛   

l－271坤1701l  
以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  

以下   点  以下∵∴点  以下   点  

「コテ：小≡ 二6ココ ごlヒ1iJ8〕p≡∃16さj  

以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  以下   点  

以下   点  以下   点  

以下   点   以下   点  以下   点  

－5－  



二三   060035  

－6－  



060090 ～ 060110  

以下   点   以下   点  長1下   点  

一了－  



060185 ～ 060240  

「両130日 3．159 ¢D白 2．33512柑l．g85  

酬6帽 3，57T12柑 3．叫0  

6鵬Il細2川13日1．857  

叫16日 ＝郎＝32日 2．加51糾日l．942  

8ヰ丁 35日 1．偶81γ帽I：．018＝M旧2．565  

以下   点   以下∴∴点  以下   点  

848 4日 2．8丁4  9日 2．＝柑 17日 1．869  

困l柑 321513日 2．436 238 2．0丁】  

6馳228 5．8封4柑 4．34Sい‖…  

L以下 】点  以下   点  以下   点  

以下∴   点  以下一たく▲ご且  似下′一 

以下   点  以下   点  以下∴∵十＝点  

6飢l3日 22槌l6日 ＝7＝12日1．榊  

以下   点  以下  点   

∴
＝
∵
 
 
 

－8－  



060150 ～ 060180  

以下   点  一以下   点   

636 †日 2888 14日 Z129 32日 l．810  

637 24日 2885 49日 乙川7102日 1．825  

l638＝ヨ 2．M6I㈱1  

639 祁日 乙引1 50【］ 乙1餌 9D日 1．831   

－9－  



060040  

－10－   



診断群分類   医療資源を最も没入した傷病名  年齢．出三鱒体王事   手術   手術・処置等1   手術・処℡等2   副傷病   王症圧苓   

M ⊃   
疾患つ一   

Dl 分蛭名  
Cド   】CD  〒Z年臥出生  ‡ 芸ヲ 義持 区分等  冨ヲ処鰐名称区絹  雲ヲ処置等名称区分等  芸子 棉名 ほたは       ヲ王症 フ      】CD名称   っ一ド  ド妄 時体重  丁鮒睦言＝言 甜名  臼巳  托ヨ  ミニ妄   ■CDコイ  グ度等   

D60840直腸且1門（直S  手術なし   9999手柄なし   15脹級、皇室痩iiK725   11ヘルニ7の記銘060ZlO   
扶結腸から肛   投術   放J首線鎮まなし  のないは開基  
門）の悪性腫事■   

正雄の悪性新生物  C20  その他の手 9丁97  そのの  14 全層．分屠場皮 KO13I  2 6 放射線療法   11貧血（その他）13009D  
桁あリ  K⊃一ト  栴  

肛門および肛門管の悪性新生物CZり  内視鏡的‡去0314内観飯的結腸ポリーK721】  
腸ポリープ・プ・粘膜切除術早期  動條．切断術、  
粘膜切除術悪性腫ヰ粘旗切除術  遷延皮芳備  
早期恵性11  
縞粘膜切除  

直はS状掟腸移行部の上皮内寝DOll  術 直腸匝瘍摘Dヱ12直腸匝瘍掃出術（ポKT39‡ 出梅（ポリーリープ締出を含む＿）  

フ樟比を言  
む．）等  

荘腸の上皮内癌  DO12  021ユ試験開腹術   K63も  14遊離皮井桁（顕KD17   
徴鏡下血書柄付   
きのもの）  

肛門および肛門管の上皮内癌 Dロ13  甘撃内嵐全 0101骨磐内慮全摘術  K645    14複合絹埠移植術KO19  
摘術写  

その他および創世不明の膿の上．DO14  D182月工門悪性度用槽絹i17482  14 自家遊離檀全線KO20  
皮内癌  直腸切断を伴うもの  絶移椎術（騒♯  

鏡下血管柄付き  
のもの〉  

PlO3直腸切除・切断術K旬M  
切斬術  る再建手術（－  

遵につき）  

01D4た工「1霊性腫瘍手術K7481  
切除  痩逢性情  

ロ105直腸切除・切断術K7403  
租借位前方切除輯  
（絵肛「1的結腸ま肛  

［讃蓋毒豊麗三笠i  
13尿管尿管吻合術K787  

切除術  
0】0且腹腔鏡下直腸切除術K†40－2  

脈、†争脈又は腹  
腔内持続j主入用  
埋込聖カテーテ  
ル設置  

01D9腹腔鏡下直腸低位前K140－3  
方切除稗  

O11D桔は切除術全切K719ユ  
除、亜全切除又は悪  腸管切除を伴う  
性騰≠手術  もの  

8111腹腔欄下結腸悪性はKT柑－3  
瘍切除鞘  

＼  

－11－   



＿‾‡二三二三さ、  

厚生労働大臣が指定する病院の病棟における療養に要する費用の額の算定方法等の施  

行に伴う実施上の留意事項について（抜粋）（保医発第0320001号）  

第2 診断群分類区分等について  

1 診断群分類区分の適用の考え方  

診断群分類点数表に掲げる傷病名、手術、処置等又は副傷病名の内容は、定   

義告示に定められており、入院患者に対する診断群分類区分の適用は、当該患   

者の傷病名、手術、処置等、副傷病名等に基づき主治医が判断するものとする。  

なお、主治医は、診断群分頬区分の適用に際し、定義告示及び診断群分類定   

義樹形図（別添1。以下「ツリー図」という。）を参考にすること。  

「傷病名」は、入院期間において治療の対象となった傷病のうち医療資源を   

最も投入した傷病（医療資源を最も投入した傷病が確定していない場合は入院  

の契機となった傷病をいう。）について、主治医がICDlOから選択すること。  

ただし、以下のICDlOについては、選択しないこと。  

詳細不明の寄生虫症（B89）  

他章に分類される疾患の原因であるレンサ球菌およびブドウ球菌（B95）  

からその他および詳細不明の感染症（B99）  

心拍の異常（ROO）からその他の診断名不明確および原因不明の死亡（R  

99）（ただし、鼻出血（RO40）、啄血（RO42）、気道のその他の部位から  

の出血（RO48）、気道からの出血，詳細不明（RO49）、熱性けいれん（R5  

60）、限局性発汗過多（R610）、全身性発汗過多（R611）、発汗過多，詳  

細不明（R619）、ブドウ糖負荷試験異常（R730）を除く）  

また、独立した多部位の悪性腫瘍（C97）については選択せず、主たる部位  

の悪性腫瘍のいずれかを選択すること。  

・手術等が実施されていない期間に診断群分類区分の適用を判断する場合には、  

予定されている手術等（入院診療計画等により確認されるものに限る。）も勘  

案して診断群分類区分の適用を判断する。  

・一の入院期間において複数の傷病に対して治療が行われた場合においても、  

一の診断群分類区分を決定すること。  

行 われた場合等においても、 一の診断群  同一の傷病に対して複数の手術等が   

分類区分を決定するものとし、決定においては以下の点に留草すること。  

一左院史しこ＿＿定義豊丞4主監媛ら塑た塵数旦至盤筆雌＿匝二  

疾患内の複数の診断群分類区分に該当する可能性がある場合の取扱いについ  

ては、「手術」、「手術・処置等1」、「手術・処置等2」の全ての項目に  

おいて、 ツリー図上、下に掲げられた診断群分類を優先して選択すること。  
主治医による診断群分類区分の適用の決定は、請求時に行うものとする。  

一12－   

弼  



1、・－jこiJ・、、ミ  010060 ′、■ 010070  
以下  点   以下   点  

手術・処置等2  
1．人工呼吸など  
2．SPECT  
3．エダラボン  
4．tPA  50 2【】 4．柑5 10白 乙691 27日 乙287  

l5り9日 2．9袖ll叫   

l叫2・や］   
l刷 3・4】8＝OE】乙9D51   

～11二2 3～11：1日 ：ト19 さ、∈ ：：コI  

もさ S巳 i「1亡：15 三相5 1‘日 ：6：～  

】ゆ1・9－－］   

l5＝2相加1  
1ゆ削＝柑 之・‖＝  

トい  ～6 ユJ16 －：日 ：ゝ」81ご‖ヨ＋ てこ ＝l  

…】之・4421  1函り  
t叫 8日 2誹り川ヨ 215＝2柑18281   

1ゆ＝呵  …2・1叫  
l岬日 ＝22l69E■ 2・39‖  

1㈱柑 3・1沌l73ヨ2叫」  

lゆ］  

－13－   



1   

蜃画  050065 ～ 050080   
以下   点  以下   点  

383 9日 2．987 1柑 2．208 42日 l877  

「了扁1128 3．770 21日 2．78丁 53日 之．369  

365 2日 5．35：！12日 4．067 3一日 3．451   

366 一日 5．030 22日 4．D75 53日 3．464  

36714日 3．269 38日 乙571 89日 2．柑5  

368l柑 3了†2＝肌］ ニ845 94日 2．＝  

－14－  




